
令和元年度　佐賀市立高木瀬小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

①本校の特色

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

● 志を高める教育
　　（郷土愛）

・佐賀や日本の導き手を育成す
るための地域（家庭）の協働意
識の向上

・「学校は地域（家庭）と連携して，特
色ある教育活動を行っている」と答え
る児童を８０％以上にする。

・地域住民（保護者）に学校行事への参加・参
画を依頼する。
・児童が地域行事に参加しやいように，地域か
らの情報を学校でも伝える。
・職員も年間３回を目標に，ＰＴＡ・地域行事
（夏祭り，文化祭など）に参加・参画する。

　児童評価７５％，保護者評価９６％であっ
た。地域の方に学校行事や教育活動への
参加を依頼し，多くの方の協力を得ること
ができた。児童，教職員もPTA・地域行事
へ積極的に参加してきた。

　地域行事への児童・教職員の参加について
は，厳選しつつも，教育効果の高いものについ
ては，積極的に協力していく。

教
育
活
動

○人間形成の土台づくり
・「時を守り　場を清め　礼を正
す」態度の育成

・「『時を守り，場を清め　礼を正す』に
気を付けて生活している」と答える児
童を９０％以上にする。

・朝の放送，昼の放送の時，「時を守り，場を
清め，礼を正す」という言葉から始めることで，
常に児童に意識させる。

　児童評価は８５％であった。学校生活の
中で，常に「時　場　礼」を意識をして取り
組むようになってきているが，さらに実践で
きるよう指導が必要である。

　「完全ノーチャイム」「無言・無音掃除」「高小
流あいさつ」を中心にして，日常的に児童に働
きかけながら，人間形成の土台をつくっていく。

教
育
活
動

○「ほめほめ活動」
･自己肯定感・自己有用感の高
揚

・「友達のよいところを認め，ほめてい
る」と答える児童を８０％以上にする。

・各学級で，帰りの会等を利用して，級友を認
め合う。
・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し，全
校児童を呼名してほめ合う。
・計画委員会で「ぽかぽかポスト」を設置し，
「友達の善行」「してもらってうれしかったこと」
を募り，紹介する。

　児童評価は，７６％であった。「ほめほめ
タイム」「ぽかぽかポスト」の取り組みが効
果的であった。各学級の時間でも友達の
良いところを見つける児童が増えている。

　全校の取組である「ほめほめタイム」「ぽかぽ
かポスト」や学級での「よいところ見付け」等を
継続し，ほめられる回数を増やしていくことで，
友達のよさを認め表すことのできる児童を育て
ていく。

②〔時（知）〕「自　　律」

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・自律的活動を誘発する授業の
構築

・「授業中，自ら進んで学習活動（発
表，交流など）に取り組んでいる」と答
える児童を８０％以上にする。

・交流活動（学び合い）と，自己評価活動（ふり
かえり）を学習過程に位置付ける。
・交流活動と自己評価活動を通して，既習の
学習内容や他者の考えを生かし，自分の考え
をよりよいものにしようとする意識を高める。

　児童評価は７１％であった。交流活動を
積極的に取り入れた結果，児童がその意
義を理解し実感できた成果と言えるだろ
う。自己評価活動の視点を明確にしたこと
で，児童が自分の変容を少しずつ自覚でき
るようになってきている。

　交流活動の有用性を，児童も教師もさらに実
感し，より多くの児童が「自ら進んで取り組んで
いる」と言えるように，よりよい交流の在り方を
作り実践していく。また，保護者にも交流の様
子を伝えるために，授業参観などで積極的に
交流活動を取り入れていく。

・自律的活動を誘発する家庭学
習の創造

・「自ら進んで家庭学習に取り組んで
いる」と答える児童を８０％以上にす
る。

・授業と関係付けた宿題の出し方や自主学習
の在り方を検討し，発達段階に応じた内容や
量を提示する。
・家庭学習の手引きを配布し，連絡帳，電話，
家庭訪問，通信などを通して家庭（保護者）と
連携して家庭学習習慣の定着を図る。

　８７％の児童が家庭学習に「自ら進んで
取り組んでいる」と思っているが，保護者の
意識は６２％にとどまった。
　家庭学習の手引きを配布したことで，進
んで学習に取り組む児童は増加している。

　保護者が，児童の学習への向かい方の成長
を実感できるように，自主学習を積極的に取り
入れていく。内容面では，低中高学年の系統
性を考えながら，具体的な内容例を提示し，継
続して取り組んでいけるような働きかけをして
いく。

③〔場（徳）〕「整理整頓」

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・整頓の意識付け
・「履物をそろえている」と答える児童
を８０%以上にする。

・靴や上靴，トイレのスリッパは，周りの人に配
慮し，そろえるように指導する。
・ＩＳＯチェックシートを使って，毎日意識付けを
行う。

　児童評価は，９２％であった。全校放送
による称賛や学年に応じた指導で，児童の
意識は高まり，履物を揃えることができて
いた。しかし，保護者からの評価は５５％と
低く，学校でのよい習慣が，家庭でもでき
るようにさせたい。

　今後も，委員会を中心に全校に働きかけなが
ら，学校のみならず,家庭や地域でも履物を揃
えようとする意識を高められるよう手立てを継
続していく。

・無言・無音掃除の徹底
・「話をせず音も立てずに，掃除をして
いる」と答える児童を８０％以上にす
る。

・掃除時間の前には掃除場所で待ち，始まりと
ともに黙想をし，心を落ち着かせて無言・無音
掃除をするよう指導を徹底する。
・掃除前に全校放送を行うことで，無言・無音
掃除の意識付けを図る。

　肯定的評価は児童が８１％であった。掃
除時間前に集合し，始まりとともに黙想を
することによって，心を落ち着けて掃除を
する習慣ができてきた。始まりの全校放送
が効果的だった。

　まだ少々の話し声，音が聞こえる学年があ
る。巡回指導等を強化して，指導の徹底を図
る。
　今年度と同様に，始まりの全校放送，黙想を
継続し，無言・無音掃除の意識づけを徹底す
る。

④〔礼（徳）〕「言葉遣い」

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・やさしい言葉遣いの推進
・「『さん』を付けて友達を呼んでいる」
と答える児童を８０%以上にする。

・児童の人権を尊重し，教師自らが模範を示
すことで，「さん」を付けて呼ぶことを意識させ
る。

　肯定的評価は児童が５６％であった。昨
年度は「さん」，「くん」を付けて友達を呼ぼ
うであったが，今年度は「さん」だけであっ
たので，数値が低くなったのではないかと
考えられる。

　次年度も継続して「さん」をつけて呼ぶことに
取り組んでいく。児童の意識は高まっているの
で，実践意欲を高める声掛けを行っていく。

・正しい言葉遣いの徹底
・「目上の人に，『です』『ます』の敬体
で話をしている」と答える児童を９０％
以上にする。

・「時・相手」を視点に置いた指導を継続すると
ともに，授業中の発表の際には，返事を怠るこ
となく，最後に「です」「ます」を付けることを徹
底させる。

　肯定的評価が９１％で目標数値を達成す
ることができた。昨年度は保護者と児童の
アンケート結果の差が２０％であったが，
今年度は１３％に縮まった。

　次年度も９０％以上の肯定的評価を達成する
ことと，保護者との意識の差を更に縮めるため
にお便り等で呼びかける。

⑤〔体（時・場・礼の基盤）〕「生活習慣」

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●健康・体つくり
・早寝早起き朝ごはんの習慣付
け

・「早寝早起き朝ごはん」を意識して生
活している」と答える児童を８０％以上
にする。

・「すこやか点検」の項目に「１０時までに就
寝」「決めた時刻までに起きる」「朝ご飯を食べ
る」を入れ，集計をとる。
・保健便り，給食便りで，早寝早起き朝ごはん
の大切さを呼びかける。

　年３回のすこやか点検の結果，１０時ま
でに就寝できた人の割合が８０.９％，決め
た時刻に起床できた人が９２.８％，朝食摂
取率が９７.７％となった。すべての項目で
目標の８０％を超えているが，学年が上が
るにつれ，１０時までに就寝できている児
童の割合が低い。

　次年度も継続してすこやか点検を行い，「早
寝　早起き　朝ごはん」の規則正しい生活が習
慣化できるよう呼びかける。

○あいさつ ・「高小流あいさつ」の習慣付け

・学校や地域（家庭）でも，「時と場の
状況に応じて，『立ち止まって，お辞
儀をして』あいさつをしている」と答え
る児童を８０％以上にする。

・毎朝，計画委員会で「あいさつ運動」を実施
し，毎日，給食時間に「あいさつ名人」を紹介
する。
・全校朝会で「高小流あいさつ」を紹介し，学期
１回，「あいさつ名人」を発表し，「あいさつ名
人バッチ」と賞状を与える。

　児童評価は，７６％であった。「高小流あ
いさつ」の意識は高まっているが，実践で
きている児童は，８０％には至らなかった。

　児童がよかったことを紹介する「ぽかぽかポ
スト」や「ほめほめタイム」にて，日ごろからよく
実践できている児童を紹介し，啓発を行いなが
ら実践する児童を増やしていく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●いじめ問題への対応 ・楽しい学校生活の構築
・「友達と楽しく学校生活を送ってい
る」と答える児童を９０％以上にする。

・日々の児童の言動等を注視するとともに，毎
月「こころのアンケート」を実施することで，積
極的にいじめを見付け，早期に対応する。
・気がかりな児童には，個別の対応を継続す
る。

　　「友達と楽しく学校生活を送っている」と
答えた割合が，保護者９５％，児童９３％
で，目標数値を達成できた。昨年度と比較
しても児童の肯定的評価の割合がさらに
伸びている。
　毎月の「こころのアンケート」の結果に対
して，早期に，個別に丁寧に対応し，その
後の様子まで確認することを徹底する。

　今後も，毎月の「心のアンケート」を実施し，
「楽しい」と評価しなかった児童への対応をより
丁寧に行う。その場のみならず，継続して見守
ることで，いじめの早期発見・早期解決を図る。

学
校
運
営

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

・校務効率化の促進
・勤務時間を意識した働き方を定着す
る。

・部会分掌とともに，学年主任と部長の分離，
ミドルリーダーの重責化を促進し，業務の平準
化を図る。
・会議数を精選し，学期末１ヶ月間は特別校時
にする。
・金曜日を定時退勤日とし，声を掛け合う。

　１９時３０分までに退勤，金曜日の退勤時
間１８時３０分は，守ろうという意識は生ま
れている。２０時にほとんどの職員が退勤
するものの，２０時過ぎまで勤務するも職
員もいる。
　学期末の特別校時の実施は，勤務時間
削減につながっている。

　１９時３０分退勤を義務化するとともに，時間
外勤務月４５時間以内を意識し，４５時間を越
えない仕事の仕方を意識させる。
　学期末の特別校時実施は，来年度も取り入
れていく。

●は共通評価項目，○は独自評価項目

３　目標・評価

B

B

A

達成度

B

B

教
育
活
動

●学力の向上

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

B

達成度

C

⑥重点に含まれない共通評価項目

１３項目のうち，Ａ評価は４項目，Ｂ評価は８項目，Ｃ評価は１項目という結果となった。
学校目標の達成に向けて，全職員の知恵を結集し，手立てを更新し，さらに高みを目指していきたい。一番の課題は，超勤時間の削減である。早く帰ろうという意識はあるが，実際に業務が終わらない。丁寧にしようとすると超勤が
増える。これまで以上に計画的に業務を行うことや見直しが必要だ。

達成度

A

えがお　かがやく　高小の子供
～「時を守り　場を清め　礼を正す」～

「時を守り　場を清め　礼を正す」を人間形成の土台と捉え，この徹底を図
りながら，ますます『えがお　かがやく　高小の子供』を育てる。重点は，
「自　　律」「整理整頓」「言葉遣い」「生活習慣」の４つである。

教
育
活
動

達成度

B

教
育
活
動

●心の教育

教
育
活
動

●心の教育

達成度

A

B

達成度

B

A

達成度 Ａ：ほぼ達成できた
Ｂ：概ね達成できた
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

資料


